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１ 計画の位置付け 

 

 本県における水門、樋門・樋管、堰などの河川管理施設は、水害から人命を守

る重要な施設である。河川管理施設は、高度成長期に建設されたものが多く、老

朽化が進行してきている。今後、老朽化への対応が必要となる施設が増加し、維

持管理費用の増大が見込まれることから、効率的かつ計画的な維持管理を行う

ため、平成 30 年までに河川管理施設 64 施設の長寿命化計画を策定したところ

である。これに基づき本県では長寿命化計画策定済み 64 施設の更新・補修を進

めているところである。 

その後、「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」が令和 3年 6月に改

定され、予防保全への本格転換、新技術の導入とコスト縮減効果の明示が位置付

けられた。これにより、本県においても以下の改定点を盛り込んだ新たな長寿命

化計画を策定したところである。 

・新技術の導入とコスト縮減効果を明示した個別施設計画の策定 

・部材毎（土木施設・機械設備・電気設備）に健全度評価を細分化 

・東日本大震災からの復旧・復興完成施設の追加 

・対象河川管理施設の見直し（河川トンネル・越流堤等の追加） 

これにより、従来の河川管理施設 64 施設から河川管理施設 88 施設へ対象施

設を拡大し、新たな長寿命化計画を策定した。 

 本計画により、施設の健全度評価から整備・更新等の優先順位を設定し、計画

的な維持管理を行うものである。 
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２ 河川管理施設の現状 

 

 長寿命化計画を策定している河川管理施設は、88 施設であり、その施設種別

ごとの内訳は下記の通りである。 

 

施設種別 
水門・

閘門 

樋門・

樋管 
堰 

排水 

機場 
越流堤 トンネル その他 計 

施設数 19 30 5 11 9 2 12 88 

 

 88 施設のうち、令和 7 年度末時点で建設後 50 年を超えた施設が 12 施設、30

年以上経過した施設が37施設あり、今後の更新・補修費用の増大が懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過年数 

施
設
数
 

表 経過年数と施設数の関係 

23 施設 

3 施設 

25 施設 

16 施設 

9 施設 

12 施設 



3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 代表的な河川管理施設 

東名水門 宝江樋門 

三方島転倒堰 仮屋河道排水機場 

南谷地遊水地越流堤 荒川サイフォン 
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３ 長寿命化計画の基本方針 

 

 健全度評価を実施し、それに基づき各河川管理施設の劣化状況を整理し、今後

必要となる維持管理、機器更新、改築等を網羅した河川管理施 88 施設の長寿命

化計画を策定する。 

 本計画においては、「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」に基づき

予防保全型のライフサイクル計画により、コスト縮減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全度評価の手法 

●土木施設、機械設備、電気施設毎に健

全度評価を実施。 

●設備単位における健全度評価結果か

ら各施設における部材の影響度を考

慮して、施設としての総合的な健全度

を評価する。 

長寿命化計画の策定 

●施設の更新計画作成 

●長期的な点検計画作成 

図 予防保全型ライフサイクルのイメージ 
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４ 河川管理施設の長寿命化計画について 

 

４－１ 健全度評価 

 土木施設は「堤防等河川管理施設及び河道の点検・評価要領 R5 年 3 月」、機

械設備は「河川用ゲート・河川ポンプ設備点検整備更新マニュアル 平成 27 年 3

月」及び「河川用機械設備維持管理計画作成要領 平成 29 年 3 月」、電気設備は

「電気通信施設維持管理計画指針 令和 4 月 3 月」及び「電気通信施設アセット

マネジメント要領・同解説 令和 4 月 3 月」に基づき、土木施設、機械施設、電

気設備ごとに健全度評価を実施する。設備単位における健全度評価結果から各

施設における部材の影響度を考慮して、施設としての総合的な健全度（Ａ～Ｄ）

を評価する。 

 

 健全度評価の結果としては、「Ｄ評価」で緊急的に措置が必要な施設はなかっ

た。「Ｃ評価」の 54 施設と約 6 割を占めており、今後危険な状態に進行する可能

性があるため、優先的に整備をする必要がある。「Ｂ評価」で、施設状態がほぼ

健全な施設が33施設あり、計画的に補修を実施して機能回復を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 健全度の分布（令和 8 年 3 月時点） 

A：1 施設 

B：33 施設 

C：54 施設 

D：０施設 



6 
 

４－２ 長寿命化計画の内容 

 長寿命化計画は、2026 年から 50 年間をライフサイクルとして設定した。対策

は健全度評価が C 評価から施設優先度の高い順番に実施する計画とし、治水機

能の低下を回避するための対策については、前倒しで集中的に実施する。 

 コスト積み上げを行った結果、現状の機能を回復させるための費用（初期コス

ト）が１８億円必要となったことから、コスト集中を避けるため、年間５億円か

ら９億円となるように平準化により計画全体のバランスを図った。 

 ライフサイクルタイム 50 年間の累計コスト総額は、約 407 億円となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 予算の平準化 
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５ 河川管理施設の点検及び維持管理方針 

 

 施設全体の機能確認及び各部位の異常、損傷の発見や状態の把握を目的とし

て、出水期前に年 1回の点検を実施する。 

 点検は、「堤防等河川管理施設及び河道の点検・評価要領（国土交通省） R5 年

3 月」に基づき実施し、予防保全型の維持管理を行っていくが、緊急的に対策が

必要だと判断された施設については、前倒しで対策を行う。 
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６ 河川管理施設一覧表（令和 8年 3 月時点） 
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・長寿命化計画概算事業費は、計画策定時から 50 年間のコストを積み上げた金

額である。 

・対策等にかかる費用は概算であり、実施時期等により変更がある。 


